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相談内容の特徴と実績   








週，時間帯を延長して対応している。   
来談者の年齢層は，思春期にある10歳代および思春  
期の子どもの親の年代である30－50歳代が多い。相談  
は継続して行われているケースが多い。   
火曜日の思春期・成人・更年期・老年期の相談で  
は，更年期障害，乳房に関するトラブル，生活習慣  




















「女性のこころとからだの相談」の概要   




曜 日  担当教官  担当医師   主な相談の対象者   主な相談内容   
月曜日  菅   十－   思春期，青年期にある女性と家族  思春期・青年期にある女性の心理的問題   
桂，赤津，   火曜日    田中，高倉  思春期，成人，更年期，老年期にあ る女性と家族  思春期の身体的諸問題，生活習慣病の予防，介護   奥津，弛添，    問題，更年期問題，中高年者の健康増進や体力づ   我部山    くりなど   
水曜日  小西，加藤，  加藤   児の発達に不安のある母親，家族  児の学習障害やコミュニケーションの問題などの  
大畑  発達障害，運動障害等   
妊娠～子育期にある女性と家族   妊娠から子育てに至る過程において，女性が遭遇  木曜日  日限，柳吉， 坪田，宮島  高倉  睡眠や住まいに関する問題を持つ女  する種々の問題  
性・家族   睡眠・住まいの相談   
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くは1回の相談で終了することが多い。   
来談者の年齢層は，30～50歳代を中心に10歳代や80  






















談など多岐にわたっている。   
来談者の年齢層は30歳代後半が最も多い。1回の相  
談で終了することが多いが，最近は再来で相談に来る  
女性が微増している。   
睡眠障害・住まいの相談は，思春期以降の年齢層が  












今後の課題   




















思春期  成人  療育  妊婦・不妊  母乳・育児   
図1 相談領域別相談延べ件数  





増進に貢献している。   
また，地域で活躍する専門家だけでなく，学生等の  






3．相談料金について   
当相談室開設以来，無料で相談を実施しているが，  
私費料金の徴収を引き続き検討する必要がある。  
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